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　能登は中世的遺物の宝庫だとか，陸の孤島だとかいわれる。なるほど半島を一周して後進的な現

象をあちこちでみかけた。

気候鮒や地理的雌の不秘こと謀それから必然的碓じる交駒不興などにその原因が

あると思われる。

　合回の巡検では主として，能登部の農村工業，和倉の珪藻土工兆近海漁業と海士町’，輪島塗り，

外浦内浦の海岸地形，穴水のアテ林業，富来の砂丘農業，’時燭家と喜多家をみた。ここでは能登部

の農村二二について述べてみたい。能登上布は江戸時代ごろから盛んになり相当な石高を持つ百性

に許され・準備工程はそこで行い・職工程を土地をあま砂持たない農家に出して行わせる”出機〃

の方法がとちれた．耕地ヵ1狭儒繊農業経営のみでは成立た郁ため織物が取り入れられている’

とい斥る。事実，都道府県中でも石川県は兼業率が高ぐしかも第2種兼業農家が多いことが知られ

ている・その中で雌鴇凹める率縞ぐ・こ三方三川県卿爲よ巖進膚勺な繊である

ことを示している。また能登部で織物と農業が結びついそいるのは奈良から大阪にかけての関西と

似ていて口能登が関西と結びついている「端を示している。大正9年の絹の暴落により上痛の生産

者は減少し，それ以来減少の傾向にある。伝統工芸の悩みはここでもみられ，上布の生産は技術的

に難しぐ，技術を修得する綾でに相当な年数と忍耐を要するために引き継ぐ青年が少痴いことなど

後継者育成の問題がある。

鰍嫌っての大きな変越蛉機屋の出現である・昭和26敏は全ぐみら旧かったものカ㍉

到年以降46帯揚も設立され，特に34～59・年に増加している。農家が土地を売って入絹やチ

ィロンデシン左どを織る機械を購入し生産を始めたのである。上布の出機が少ぐなったこともこの

入台機屋発展の原因の一つである。こμらのほとんどは2～5反の耕地を持つ兼業農家セ，労力は

織りに集中し：，農業経営は請負に出されている。家族労働が主力であるが窄～2名の従業員の入っ

ている所もある。我々の見学した家では10台の織機を運転し，鐘紡などの大手から親工場を通じ

てまわされる糸により，ナイロンデシンを織っていた。　　　　　（4学：年．大沢・栗原詑）・
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